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1.	ヘルメットが頭全体にきちんと合っており、チークパッドが
少々きつく感じる必要があります。	
もしそうでなければ、大きすぎるため小さいサイズを選んで
ください。	
Aを参照

2.	顎顎ヒモが装着された状態で、ヘルメットが左右・上下に必
要以上に動かないことを確認してください。	
頭を左右・上下に動かした際、肌が引っ張られる感覚がある
必要があります。	
もしそうでなければ、小さいサイズを選んでください。	
Bを参照

A
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B

ヘルメットサイズの選択
ヘルメットは頭部のサイズに一致するように設計されています。
頭のサイズを測定するために、眉の約2.5cm上の頭の外周を巻き尺で計測します。
※頭のサイズが2つのサイズの中間だった場合は、最初に小さいサイズを試してください。
※�新しいヘルメットを使用する場合、以下に記載されているように必ず、頭頂部がヘルメッ

トに当たるように深く被り、ヘルメットの前方部が眉毛の上に当たるように装着し、顎
ヒモが正しく装着されていることを確認してください。

サイズの選択
警告

◦�ヘルメットの保護能力には限度があります。このヘルメットは、国の定める安全基準に
適合していますが、いかなる事故や転倒に対しても絶対安全ということではありません。
ヘルメットは万一の事故や転倒のときに、外部からの衝撃を軽減するものです。
◦�保護能力を最大限に発揮するため、ヘルメットは頭にしっかり固定し、顎ヒモは説明書
に書かれている通りにしっかりと締めてください。ヘルメットが適切に装着されない場
合は、事故時にヘルメットが脱げ、重大なケガにつながる恐れがあります。
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3.	ヘルメットの後部を下から押し上げた際や顎ヒモの部分から
押し上げた際にヘルメットが脱げてしまう場合は、小さいサ
イズを選んでください。

4.	頭を下げ、顎を引いた状態で顎ヒモが胸に当たらないように
してください。	
Cを参照。	

5.	頭を後ろに反った状態で、ヘルメットが背中に当たらないよ
うにしてください。	
Dを参照。

C

D

警告
◦�絶対にヘルメットの中で毛を束ねないでください。また、パッドを入れての位置調整を
しないでください。
◦ヘルメットのサイズに関して質問がある場合、販売店に連絡してください。
◦�ヘルメットは時間の経過とともに内装の装着感が変化する可能性があります。上記の確
認事項はヘルメットを使用している間は定期的に行ってください。着用感が変化し、サ
イズ合わなくなった場合、ヘルメットを買い換えてください。

注意
◦絶対にヘルメットを他人に貸さないでください。
◦サイズの適さないヘルメットは絶対に使用しないでください。



8

顎ヒモ
DRAKは、スナップロックタイプのワンタッチバックル式顎ヒモを装備しています。
◦�ヘルメットの保護能力を最大限に発揮するため、顎ヒモを適切にご使用ください。
◦�切断したり、穴を開けたり、ボタンや他のアイテムを付けるなどの改造を行わないでく

ださい。
◦�ヘルメットを使用している間は顎ヒモが切れないようにし、また顎ヒモの長さが変わら

ないようにしてください。顎ヒモが切れてしまった場合はヘルメットを買い換えてくだ
さい。

ワンタッチバックル
スナップロックシステムは、切り込み部分での微調整により、正確な調整が可能となって
いますが、購入時には自分に合った顎ヒモの長さに調整することが必要です。
顎ヒモの長さを調整する際は、バックルを使用してください。（図A.B.C.D参照）

◦�スナップロックをした際、顎ヒモが顎の下できちんと伸びた状態で、痛みや不快感なく
ヘルメットが固定されなればなりません。
◦�顎ヒモの装着には、ストラップラダーをバックルに通し、ストラップラダーが張った状

態にします。ストラップラダーはバックルに通すと自動的に固定されます（Eを参照）。

◦�顎ヒモを外すには、レバーを引っ張り、バックルからストラップラダーを抜きます（Fを
参照）。

◦�装着毎にストラップラダーでの調整が可能となっておりますが、必ず顎ヒモの長さの確
認も同時に行ってください。
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使用の為のアドバイス
ヘルメットをかぶる

①�顎ヒモを取り外したら、頭に被りやすくするため両方の
バックルを掴みわずかに外側に広げます。その際に、親
指で顎ヒモを外側に広げることで正しい位置を確保でき
ます。

②�ヘルメットのバージョンや国の推奨に従い、顎ヒモの
バックルを正しい位置で留めてください。緩みや痛み感
じる場合は、適切な位置になるよう調整してください。

ヘルメットを脱ぐ
顎ヒモを外します。被ったときと同様に、両方のバックルをわずかに外側に広げヘルメッ
トを外します。

注意
◦�顎ヒモが緩くなった状態やきつくした状態での走行はしないでください。内装による装
着感があっても、ヘルメットが脱げてしまう可能性があります。
◦�絶対に潤滑油や酸性物質、油、溶剤などを顎ヒモのバックル部分に付着させないでくだ
さい。

注意
◦�「顎ヒモを適切に締められない」または「サイズに適さない」ヘルメットは使用しないで
ください。
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布地のパーツ
肌に接触するパーツは、汗を良く吸収する布地で作られており、カビとバクテリアを抑制
するために表面処理をしてあります。

注意
◦�パッドには磨耗や破損の恐れがあります。磨耗の程度はメンテナンス頻度や使用期間、
汗の酸度により異なります。
◦�パッドが破損した場合、フィット感を確認してください。
◦�確認後に必要であれば、ヘルメットまたはパッドの交換を行ってください。また、販売
店に問い合わせをお願いします。
◦�ヘルメットを装着する際にはヘルメットの装着感を確認してください。■
P6参照（サイズの選択）

注意
◦�損傷を受けたパッドは、使用しないでください。転倒した際にヘルメットが脱げてしま
い重大なケガにつながる恐れがあります。

お手入れについて
布地のパーツは洗濯が可能です。パーツの損傷を避けるために次の手順に従ってください。

1.	頬パッドとヘッドセクションはぬるま湯または30℃の石鹸水で手洗いします。	
※洗浄力の高い洗剤ではなく、薄めた中性洗剤または家庭石鹸を使用してください。

2.	パーツをヘルメットに装着する前に布地を完全に乾かしてください。	
※室温で自然乾燥してください。ドライヤーやアイロンは絶対に使用しないでください。

3.	ヘルメットを使用する前に全ての内部のパーツが乾いていることを確認してください。
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内装の取り外し
1.	ヘルメットをひっくり返し、顎ヒモのバック
ルを外し、チークパッドのループから顎ヒモ
を外します。

2.	２つのチークパッドを面ファスナーから外し
ます。

3.	内装をしっかり持って、ネックパッドを外し
てください。終端を引き出し、リアセクショ
ンを外します。

4.	片側からヘッドセクション前部のプラスチッ
クタブを外し、ヘルメットから内装を抜き取
ります。

内装の組み立て
1.	ヘッドセクションの前部のプラスチックタブ
をハウジングの片側からスライドさせます。

2.	ネックパッドの一端をヘルメットの端に差し
込み、残りのネックパッドをヘルメットの端
の直下に送りこみます。ネックパッドのもう
一方をヘルメットのもう一方の端に差し込み
ます。

3.	チークパッドのループに顎ヒモを再び差し込
みます。

4.	チークパッドの位置をあわせて面ファスナー
で留めます。

注意
◦�パッド及びポリスチレンライナーは、ヘルメットを適切に装着するための重要なパーツ
です。内部パッドの取外しまたは取付けに、ご不明点が御座いましたら販売店にお問い
合わせください。
◦�絶対にパッドを外した状態でヘルメットを使用しないでください。転倒した際に重大な
ケガにつながる恐れがあります。
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